
荒
川
保
雄
は
明
治
二
十
六
年
会
津
に
生
ま
れ
、
大
正
六
年
東
京
農
業

大
学
を
卒
業
し
た
。
大
正
十
一
年
ユ
タ
州
立
農
科
大
学
に
入
学
、
昆
虫

学
を
専
攻
し
、
大
正
十
四
年
に
卒
業
、
理
学
士
の
称
号
を
得
た
。
大
正

十
五
年
、
南
満
州
鉄
道
（
株
）
に
入
社
、
農
事
試
験
場
公
主
嶺
支
所
、
熊

岳
城
支
所
の
病
理
昆
虫
科
に
て
、
主
と
し
て
コ
ロ
モ
ジ
ラ
ミ
の
研
究
に

専
念
し
、
千
数
百
枚
に
お
よ
ぶ
学
位
請
求
論
文
を
完
成
さ
せ
、
休
暇
を

得
て
、
帰
省
中
、
平
町
（
い
わ
き
市
）
四
倉
海
岸
に
て
急
逝
し
た
。
四
十

歳
で
あ
っ
た
。
先
輩
、
僚
友
、
遺
族
に
よ
っ
て
、
こ
の
論
文
を
「
衣
風

の
研
究
」
と
題
す
る
単
行
本
と
し
、
満
鉄
の
奨
学
資
金
に
よ
り
自
家
出

発
行
で
、
慶
応
四
年
閨
四
月
十
八
日
か
ら
十
月
十
八
日
ま
で
を
記
し
て

お
り
、
病
院
の
入
院
患
者
に
関
す
る
研
究
に
際
し
て
は
、
Ａ
か
ら
Ｂ
の

３
ま
で
の
四
種
の
日
誌
を
日
記
と
比
較
し
つ
つ
調
査
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
が
解
か
つ
た
。

五
、
そ
し
て
横
浜
軍
陣
病
院
が
、
慶
応
四
年
七
月
二
十
日
に
設
立
さ

れ
た
東
京
大
病
院
の
支
営
的
立
場
に
お
か
れ
、
大
病
院
を
支
配
取
締
し

た
機
関
が
、
東
京
府
、
鎮
將
府
（
九
月
十
三
日
か
ら
十
月
十
八
日
ま
で
）
、

そ
し
て
東
京
府
と
変
っ
た
点
も
考
慮
に
入
れ
て
調
査
研
究
を
す
る
必
要

性
も
存
在
す
る
こ
と
が
解
か
つ
た
。

（
平
成
九
年
九
月
例
会
）

荒
川
保
雄
：
罰
に
賭
け
た
四
十
年
の
生
涯

佐
分
利
保
雄

第
三
回
本
大
会
で
発
表
し
た
後
、
さ
ら
に
、
ラ
イ
ン
川
中
流
域
で
確

認
で
き
た
ペ
ス
ト
残
影
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

版
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
を
み
る
と
、
東
北
人
の
ね
ば
り
に
西
洋
人
の
合

理
主
義
が
加
わ
り
、
繰
り
返
し
行
わ
れ
た
実
験
の
生
デ
ー
タ
が
そ
の
ま

ま
記
載
さ
れ
て
お
り
、
読
む
に
難
渋
す
る
ほ
ど
で
あ
る
が
、
六
十
年
を

経
た
今
日
で
も
、
こ
の
本
が
他
の
研
究
文
献
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
北

隆
館
の
「
衛
生
昆
虫
」
に
も
そ
の
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

彼
の
業
績
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
証
拠
で
あ
ろ
う
。

二
百
二
十
一
頁
の
う
ち
、
百
五
十
八
頁
は
生
態
学
的
研
究
に
、
二
十

二
頁
が
解
剖
生
理
、
十
八
頁
が
病
原
体
の
媒
介
に
、
残
る
頁
は
ケ
ジ
ラ

ミ
な
ど
の
記
載
に
費
や
さ
れ
て
い
る
。

彼
は
日
本
を
代
表
す
る
し
ら
み
の
研
究
者
で
あ
っ
た
が
、
序
文
に
も

あ
る
よ
う
に
「
天
彼
に
貸
す
に
幾
ば
く
の
余
命
を
も
っ
て
す
る
な
ら
ば
、

学
会
最
高
の
栄
誉
を
担
い
得
た
で
あ
ろ
う
も
の
を
…
…
」
ま
こ
と
に
惜

し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
熊
岳
城
分
場
長
、
渡
辺
柳
蔵
ら
の
論
文
刊
行
委

員
に
よ
り
、
一
周
忌
に
こ
の
大
著
が
出
版
さ
れ
、
世
に
出
た
こ
と
は
、

ご
遺
族
の
喜
び
と
と
も
に
、
後
学
者
の
為
に
大
い
な
る
遺
産
を
残
し
た

と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
平
成
九
年
九
月
例
会
）

ペ
ス
ト
残
影
シ
リ
ー
ズ
そ
の
八

ラ
イ
ン
川
中
流
域
に
「
ペ
ス
ト
残
影
」
を
求
め
て滝

上

正
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一
つ
の
疾
病
に
つ
い
て
、
各
地
に
多
数
の
記
念
な
い
し
は
残
影
を
認

め
る
と
い
う
こ
と
は
、
ペ
ス
ト
以
外
に
は
例
を
見
な
い
こ
と
で
、
ペ
ス

ト
の
被
害
の
深
刻
さ
、
そ
れ
か
ら
逃
れ
た
い
と
い
う
人
々
の
切
な
る
願

い
を
、
そ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
ボ
ン
の
市
内
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
礫
刑
の
石
塔
は
、
一
六
六
六
年
の

当
地
方
の
ペ
ス
ト
流
行
時
に
ペ
ス
ト
か
ら
回
復
し
た
一
夫
婦
が
感
謝
を

こ
め
て
建
て
た
塔
で
あ
る
。
ま
た
、
ボ
ン
大
学
医
史
学
教
室
に
は
、
一

七
二
九
年
ロ
ー
マ
で
発
行
さ
れ
た
健
康
証
明
書
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

ペ
ス
ト
流
行
時
、
旅
行
者
が
市
門
に
入
る
と
き
、
こ
れ
を
提
示
し
て
許

可
を
求
め
た
。

ニ
バ
ー
ド
ホ
ネ
フ
の
一
部
落
に
お
い
て
、
一
六
六
六
年
に
流
行
の
ペ

ス
ト
で
は
、
十
二
人
し
か
生
き
残
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
二
人
が
、

感
謝
の
し
る
し
に
建
て
た
と
い
う
「
ア
ン
ナ
の
小
祠
」
が
そ
の
部
落
内

に
あ
る
。
ま
た
、
生
き
残
っ
た
町
の
人
々
が
感
謝
し
て
、
聖
セ
ル
バ
チ

ウ
ス
に
捧
げ
た
同
名
の
礼
拝
堂
が
町
外
れ
の
山
の
中
に
あ
る
。

三
ア
ン
デ
ル
ナ
ッ
ハ
は
ペ
ス
ト
医
師
ウ
イ
ン
テ
ル
の
生
誕
地
で
あ

り
、
彼
の
名
を
冠
し
た
ウ
イ
ン
テ
ル
博
物
館
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
町

に
は
小
さ
な
ペ
ス
ト
の
塔
も
見
ら
れ
る
。

四
ビ
ン
ゲ
ン
の
町
当
局
は
、
一
六
六
六
年
に
流
行
の
ペ
ス
ト
鎮
圧
を
、

ペ
ス
ト
の
守
護
聖
人
ロ
フ
ス
に
願
っ
て
か
な
え
ら
れ
た
の
で
、
当
局
が

感
謝
を
こ
め
て
、
ロ
フ
ス
礼
拝
堂
を
同
名
の
山
に
建
て
た
。
堂
内
の
主

祭
壇
に
は
聖
人
ロ
フ
ス
が
祭
ら
れ
、
ま
た
、
側
廊
に
は
「
ペ
ス
ト
祭
壇
」

が
あ
る
。

五
ア
イ
フ
ェ
ル
火
山
帯
の
中
央
部
、
ト
ー
テ
ン
マ
ー
ル
湖
の
湖
畔
に

あ
っ
た
ワ
イ
ン
フ
ェ
ル
ド
の
部
落
は
、
十
六
世
紀
前
半
の
ペ
ス
ト
の
流

行
で
壊
滅
し
、
今
こ
こ
に
は
、
無
人
の
礼
拝
堂
と
、
墓
地
の
み
が
残
っ

て
い
る
。

（
平
成
九
年
九
月
例
会
）

ケ
ガ
レ
は
日
本
人
特
有
の
宗
教
感
覚
で
あ
る
。
歴
史
事
典
に
は
「
罪

も
禍
も
皆
同
じ
く
ケ
ガ
レ
で
悪
霊
の
仕
業
と
考
え
る
」
と
あ
る
。
ケ
ガ

レ
を
も
う
少
し
わ
か
り
易
く
説
明
す
る
と
、
た
と
え
ば
わ
れ
わ
れ
が
日

常
使
っ
て
い
る
、
自
分
の
茶
の
み
茶
碗
を
自
分
の
子
供
に
「
こ
れ
は
わ

た
し
が
二
十
年
使
っ
て
い
た
も
の
で
、
熱
湯
消
毒
し
た
か
ら
全
く
汚
れ

て
い
な
い
。
だ
か
ら
お
前
に
や
ろ
う
」
と
い
っ
て
も
、
子
供
は
喜
ん
で

こ
れ
を
受
け
と
ら
な
い
。
こ
の
感
覚
が
ケ
ガ
レ
で
あ
る
。
ケ
ガ
レ
の
思

想
は
古
く
か
ら
存
在
し
、
す
で
に
古
代
イ
ン
ド
の
言
ヌ
法
典
」
励
二

世
紀
に
成
立
）
に
そ
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
出
産
、
性
交
、

排
泄
行
為
、
経
血
、
死
な
ど
の
根
源
的
な
生
命
現
象
に
よ
っ
て
生
ず
る
、

十
二
種
の
物
質
お
よ
び
こ
れ
に
関
係
し
た
職
業
を
、
ケ
ガ
レ
が
生
ず
る

強
力
な
源
と
し
た
。
こ
の
思
想
は
日
本
で
は
「
古
事
記
」
、
『
祝
詞
」
に

み
ら
れ
る
。
「
古
事
記
』
で
は
、
「
い
ざ
な
ぎ
の
命
は
、
ウ
ジ
の
わ
い
た

い
ざ
な
み
の
命
（
い
ざ
な
ぎ
の
命
の
妻
）
の
死
体
を
見
た
た
め
に
ケ
ガ
し

た
体
に
な
る
が
、
清
め
の
儀
式
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
主
要
神

ケ
ガ
レ
の
思
想
の
歴
史
的
展
開

杉
田
暉
道
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